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奈 良 市 危 機 管 理 シ ン ポ ジ ウ ム 
       ～新型インフルエンザに備えて～  の開催について 

 

○ 目 的 

本市ではこれまで「安全・安心なまちづくり」を目指し、行政としての防災体制の充実

と、地域における防災力の強化を推進してきた。その結果、各地域では自主防災・防犯組

織の結成が進み、市民の危機管理に対する意識は日々高まっている。この催しは、その意

識の高まりをさらに広げ、あらゆる災害に強い奈良市を築くために、例年行っている防災

訓練の一環として新型インフルエンザ対策を取り上げるものである。 

今春発生した新型インフルエンザは、弱毒性とはいえ世界的な流行をみせ、国内におい

ても感染が拡大し続けている。秋以降に懸念される更なる感染拡大に備えることを目的に

講演やパネルディスカッションを実施する。 

 

○ 日 時  平成２１年９月４日（金）１２時３０分開場 １３時１５分開演 

 

○ 場 所  なら１００年会館  大ホール 

 

○ 主 催  奈良市 

 

○ 対象者  市民、自治連合会、自主防災防犯組織、各種団体（大阪ガス・関西電力・公

共交通機関ほか）、医師会、保健所、市立奈良病院、教育委員会、県下自治体

職員、各種施設等 

        

○ 内 容 

シンポジウム 

<挨拶>  奈良市長 仲 川 げ ん 

<基調講演> 

  「新型インフルエンザ対策の現状と課題：インフルエンザ A(H1N1)にどう対応すべきか」 

 講師：押 谷  仁 （東北大学大学院医学研究科微生物学分野教授） 
<パネルディスカッション> 

「新型インフルエンザに備えて」～私たちはこう思う～ 

コーディネーター  ・松本善孝  奈良市保健所長 

コメンテーター    ・押谷仁   東北大学大学院教授    

<質疑応答>   パネラーと会場参加者との質疑応答 

 

展示コーナー設置 

・防災防犯コーナー、新型インフルエンザ対策コーナー、関係機関の展示コーナー 

   各種参加機関による展示を行う。 

    インフルエンザ対策では、手洗いの仕方やマスクの作り方等のコーナーや相談コー

ナーを作る。 

 

○ 参加方法  申込不要、無料 



  

 

 

 

 

 

 

とき  平成２１年９月４日（金） 

会場  なら１００年会館 大ホール 

           時間 １２時３０分 開場 

１３時１５分 開演 

 

次   第 

時　間 内　容

　奈良市長  

　　仲　川　　げ　ん

　東北大学大学院医学研究科

　　教授　押　谷　　仁

14:05～14:10 舞台設営

　奈良市保健所

　　所長　　松　本　善　孝

　東北大学大学院医学研究科

　　教授　　押　谷　　仁

　社団法人　奈良県病院協会　事務長会

　　会長　　岡　西　貴三夫

　奈良市富雄地区自治連合会

　　会長　　安　達　孝　雄

　奈良市大柳生小学校

　　校長　　西　田　恭　子

　奈良市市民安全課

　　課長　　濵　本　芳　明

15:30～15:45 質疑応答

講　師　(敬称略)

パネルディスカッション

「新型インフルエンザに備えて」
～私たちはこう思う～

開会挨拶13:15～13:20

13:20～14:05

基調講演

「新型インフルエンザ対策の現状
と課題：インフルエンザA(H1N1)に

どう対応すべきか」

講 師

14:10～15:30

コ－ディネーター

コ メ ン テ ー
タ ー

パ ネ リ ス ト

 

奈良市危機管理シンポジウム 

～新型インフルエンザに備えて～ 

主催  奈良市 



 

☆目 的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆基調講演講師の紹介 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

・西日本電信電話株式会社奈良支店     ・柳生地区自主防災防犯会 

・大阪ガス株式会社導管事業部北東部導管部 ・明治地区自主防災・防犯会 

・関西電力株式会社奈良支店        ・社）奈良県消防設備協会 

・日本赤十字社奈良県支部         ・市民生活協同組合ならコープ 

・奈良シティエフエムコミュニケーションズ ・市立奈良病院 

・奈良警察署・奈良西警察署・天理警察署  ・奈良市防災センター 

・大宮地区自主防災防犯協議会       ・奈良市保健所 

・平城地区自主防災・防犯会        ・奈良市市民安全課 

押谷 仁（東北大学大学院医学研究科微生物学分野） 

 

1987年東北大学医学部卒業、国立仙台病院（現国立病院機構仙台医療セ

ンター）にて小児科・臨床ウイルス学の研修、1991 年から 1994 年まで

JICA専門家としてザンビアでウイルス学の指導、1995年医学博士、1995

年から 1997 年アメリカ、テキサス大学公衆衛生大学院（公衆衛生修士）、

1998 年新潟大学医学部公衆衛生学助手、1999 年同講師、1999 年 8 月

より世界保健機関（WHO）西太平洋地域事務局・感染症地域アドバイザー、

2005年 9月東北大学大学院医学研究科微生物学分野教授。 

本市ではこれまで「安全・安心なまちづくり」を目指し、行政としての防災体制の充

実と、地域における防災力の強化を推進してきた。その結果、各地域では自主防災・防

犯組織の結成が進み、市民の危機管理に対する意識は日々高まっている。この催しは、

その意識の高まりをさらに広げ、あらゆる災害に強い奈良市を築くために、例年行って

いる防災訓練の一環として新型インフルエンザ対策を取り上げるものである。 

今春発生した新型インフルエンザは、弱毒性とはいえ世界的な流行をみせ、国内にお

いても感染が拡大し続けている。秋以降に懸念される更なる感染拡大に備えることを目

的に講演やパネルディスカッションを実施する。 

展示コーナー参加機関のご紹介 


